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1. はじめに
　長野県岡谷市の大川上流部，岡谷工業高校グラウンドが
ある小丘は，西側の山地からの地すべり地形と考えられる
（図 1 および 2，井口，2013, 2015）。付近には，御岳
第一テフラ（On-Pm1）が見られ（井口，2019a, b），本研
究では，その高度分布から，大川地すべりの特徴と発生年
代を考察した。

2. 御岳第一テフラの分布高度
　On-Pm1 の分布高度を，大川地すべり小丘（C 地点）と
その西側の山地で比較し，地形断面図で表したものが，図
3である。西側山地から大川地すべり小丘にかけて， On-
Pm1 の分布高度が急激に低下するのが分かる。 On-Pm1 は，
約 10 万年前の噴出物とされる（下岡ほか，2009）。した
がって，この地すべりが起きたのは，それ以降である可能
性が強い。　澤ほか（2007）は，大川沿いに，糸魚川－静
岡構造線に関連する北北西-南南東方向の活断層群の存在
を指摘した。小丘を形成した地滑りは，この断層運動に
よって大川の谷が形成されたことに関連しているかもしれ

ない。
　On-Pm1 を含む火山灰層（いわゆるローム層）の下位に
は，更新統の塩嶺累層の凝灰角礫岩が堆積している。2006 
年 7 月に発生した豪雨災害（平成 18 年 7 月豪雨）でも，
岡谷市湊地区の塩嶺累層が崩れており，糸魚川－静岡構造
線の活断層群によって形成された地形との関連が指摘され
ている（佐藤ほか，2006）。大川流域の地形と糸魚川－静
岡構造線の活断層との関係の調査が望まれる。
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図 3. 御岳第一テフラの分布高度．A: 勝弦峠の
北西 380 m，B: 内山霊園の最上部，C: 大川地す
べり小丘．国土地理院の電子国土 Web システム
の地形断面図使用．

図 1. 御岳第一テフラの露頭調査地点．A: 勝弦峠の
北西 380 m，B: 内山霊園の最上部，C: 大川地すべり
小丘．背景地図は国土地理院の電子国土 Web システ
ム提供．

図 2. 大川を下流側から見た 3D 図．高さを 3 
倍に拡大．白点線，中央の小丘は，西側から（矢
印方向）滑り落ちたと思われる（井口，2015）．


